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Cerasus tamaclivorum
３月下旬から４月上旬に開花する早咲きの桜。
ガクが赤く尖り、花を後ろから見ると星形をしています。
2004年に大原隆明氏（現富山県立植物園）他により発表
された新しい種で、エドヒガンとマメザクラの遺伝子を
併せ持つ雑種起源の桜と考えられています。

マメザクラに似てやや大形の花を付ける小高木状の桜で、
３月下旬から４月上旬にかけてマメザクラに続いて
咲き始めます。タマノホシザクラと同じ、マメザクラと
エドヒガンの遺伝子を持つ雑種起源の桜で、多摩丘陵から
相武台地にかけて分布しています。

ヤマザクラ（山桜） Cerasus jamasakura

4月上旬から中旬にかけて開花。葉が展開してから咲く
ことと、花の色や開花時期などに個体変異が大きいのが
特徴です。葉柄や花柄の一部などに毛のあるウスゲヤマ
ザクラと呼ばれる個体も時折見られます。

マメザクラ（豆桜） Cerasus incisa

別名フジザクラとも呼ばれています。３月中旬から開花し、
葉が出る前に１～２個ずつ花を下垂して咲かせます。
葉は小さく両面に毛が生えていて、縁は規則正しい重鋸歯
となるのが特徴で、タマノホシザクラやヤブザクラを産み
だした片親の桜でもあります。

タマノホシザクラ（多摩の星桜）

ウコン（鬱金）
Cerasus serrulataʻGrandi floraʼ 

オオヤマザクラ（大山桜）
Cerasus sargentii

コウカ（紅華）
Cerasus serrulataʻKoukaʼ

カスミザクラ（霞桜）
Cerasus leveilleana

　

ヤブザクラ（藪桜） Cerasus hisauchiana

ヨウコウ（陽光） Cerasus ʻYoukouʼ

オオシマザクラとエドヒガンを交配して作られたアマギヨシノを片親に、
愛媛県の桜栽培家である高岡正明氏がカンヒザクラを交配して作り出した栽培品種です。
開花は３月下旬から４月上旬に開花します。

ソメイヨシノ（染井吉野） Cerasus × yedoensis ʻSomei-yoshinoʻ

エドヒガンとオオシマザクラの自然雑種で生まれた桜です。
この桜の登場は江戸時代後期、染井（現在の葛飾区）の
植木屋が見出したとされ、それ以降に広まっていきました。
3月下旬～４月上旬にかけて開花します。

オオシマザクラ（大島桜） Cerasus speciosa

葉の展開と同時に開花し白色で大型、良い香りの花を咲かせる
のが特徴です。大きな葉は桜餅を包むのに利用されます。
やまざと広場を中心に植栽されています。
4月上旬～中旬にかけて開花します。

ゴテンバザクラ（御殿場桜）
Cerasus incisa ×︖
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栽培種野生種 自生 域外保護種

長池公園さくらマップ
長池公園 自然館  ℡ 042-678-4616
お問い合わせ先
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やまざと広場

7

1 ヤマザクラ

6 ソメイヨシノ

2 マメザクラ

ヨウコウ  5

タマノホシサクラ  3
ヤブザクラ4

オオシマザクラ7

カスミザクラ  12

オオヤマザクラ  8
ウコン9
コウカ10

ゴテンバザクラ    11

サクラの品種一覧

3 月～ 4 月

4 月

3 月

開花時期

4 月～ 5 月


